


















本稿の目的は 1989年から約 10年の論争を経て 1999年 6月 25日にドイツ連邦議会で建設が決定
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thek zu Berlin Westhafen）で 2019年 8月 19日から同年 9月 3日にかけて行った。まず、ドイツの
全国紙フランクフルター・アルゲマイネ新聞（Frankfurter Allgemeine Zeitung, FAZ）のデータベー


















リンのゲシュタポ跡地の再開発をめぐって行われた論争に端を発し」（米沢 2009 : 27）たものであったか
らである。以下の分析では、記念碑建設をめぐる議論が行われる以前であった 1979年の記事を除いた 527
件の記事を対象に分析を行う。


















































図 2 虐殺されたヨーロッパのユダヤ人のための記念碑（2019年 8月 31日筆者撮影）































７）この作品は縦横 100メートル、高さ 30センチから 11メートルまでの勾配がつけられたコンクリート製の
プレートに当時判明しているとされた虐殺されたユダヤ人 420万人全員の名前を彫り込むというものであ
った。多くの批判に共通していたのは、この巨大なプレートは人びとを圧倒、圧迫するだけで想起とは何


























うになった。第 3期、第 4期にもこの傾向は続いている。第 3期は文芸面の割合が 29.5パーセン
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１０）第 4期に最も多かったのは「その他」であるが、これはウェブ版での報道が増えたことによる影響が大き
い。
ドイツ・ベルリンの「虐殺されたヨーロッパのユダヤ人のための記念碑」に関する新聞報道の量的変化
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